
様々な技術分野において、摩擦・摩耗にかかわる基礎知識は必要不可欠です。昨今では、新しい価値の創造のためのトライボロジーとして、低摩擦下による
省エネルギーや耐摩耗性向上による低資源化に向けた研究開発が盛んです。本セミナーでは、トライボロジー技術に広い知見を持つ講師をお招きし、新し
い設計指針に繋がる低粘土油における境界潤滑の研究成果や、問題解決に向けた基礎試験機の活用方法などをご紹介頂くほか、ブルカーナノ表面計測事
業部で取り扱っているトライボロジー評価機やナノインデンテーション技術を紹介いたします。本セミナーを摩擦・摩耗に係わる諸問題の解決の糸口とし
て活用頂ければと考えております。皆様のご参加をスタッフ一同心よりお待ちしております。

概要

潤滑油のトライボロジーから
問題解決に向けたトライボロジーの基礎知識と評価手法の紹介 10/17

(木)

プログラム

13:00～13：15　ご挨拶

13：15～14：30  【特別講演1】  「境界潤滑における潤滑油の新しい描像」　（仮）

   　  　　　　　　　　

東北大学　未来科学技術共同研究センター　教授　栗原和枝 様

14：30～15：30    「トライボロジーにおける一般的知識とトライボロジー評価機の概要」　

ブルカージャパン（株）ナノ表面計測事業部

15：30～15：45 休憩                                     　　　　　　　　   

15：45～17：00 【特別講演２】  「実機におけるトライボロジー～問題解決に向けた基礎試験機の適用～」

　　　     　　　　　　　　　　　　

                                      JAPAN TESTING LABORATORIES株式会社　本社　分析センター 　谷田　芳夫 様

17：00～17：30    「ナノインデンテーション技術の紹介」

ブルカージャパン（株）ナノ表面計測事業部

日時：2019年10月17日（木） 13:00-17:30  （12:45受付開始）

会場：ベルサール八重洲 Room6 

　　 東京都中央区八重洲1-3-7八重洲ファースト

         フィナンシャルビル2F・3F
           「日本橋駅」 A7出口 直結 (東西線・銀座線・浅草線)
　　　「東京駅」 八重洲北口 徒歩3分 (JR線・丸ノ内線)

定員：40名
費用：無料（事前登録制）

▶会場アクセス
QR コード

https://www.bellesalle.co.jp/shisetsu/tokyo/bs_yaesu/access/

1.トライボロジーの概要　1-1. トライボロジー問題　1-2. 潤滑の機能
2.メカニズムの理解　2-1. 固体の摩擦　2-2. 潤滑下の摩擦
3.基礎試験の適用　3-1. 各種試験法　3-2. 事例

エネルギー効率からの潤滑油設計の課題の一つは粘度低減である。低粘度油は流体潤滑の低減に有効であるが、焼き付きなど境界潤滑における不具
合があることが知られている。最近、我々は、境界潤滑領域において、潤滑油が存在し、その実効粘度が数桁上昇する場合のあることを見出している。　
従来、基材が接触していると考えられていた境界潤滑領域において、固体的な潤滑油が存在するという、潤滑油の新しい設計指針につながる現象であ
る。　分子レベルで分かってきた潤滑油の新しい描像を紹介する。

実務に役立つ
トライボロジーセミナー

東京

WEB登録サイトhttps://mbns.bruker.com/acton/media/9063/tmt1017
＜お申込み＞ 下記WEB登録フォームにてお申込みください。 ▶WEB 登録サイト

QR コード

1.ナノインデンテーションの基礎、  2．トライボロジー関連材料の評価事例  

1. 摩擦のメカニズムと法則、  2. 潤滑下の摩擦とそのメカニズム、 3. 高分子材料の摩擦・摩耗、 4. トライボロジー評価機の紹介



ナノ表面計測事業部

 

 

www.bruker-nano.jp

東京営業所 : 〒104-0033 東京都中央区新川 1-4-1
Phone: 03-3523-6361　Fax: 03-3523-6364

大阪営業所 : 〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-8-29 テラサキ第2ビル
Phone: 06-6393-7822　Fax: 06-6393-7824

ブルカージャパン株式会社

特別講演講師　ご紹介
東北大学　未来科学技術共同研究センター 多元物質科学研究所　教授　栗原 和枝 氏
研究テーマ
１. 生体分子間相互作用の直接測定、機能発現機構の解明
　　課題：どこまで相互作用の特異性を識別できるか？　酵素反応の素反応の解析、基質の選択性

２. 複雑な系の物性評価：高分子を2次元ブラシ層として力学特性評価
　　課題：分子1個の硬さを測定出来るか？

３. 固‐液界面における液体のナノ構造形成評価：界面分子マクロクラスター
　　課題：固‐液界面における液体の分子論の構築

４. 新規ナノ界面評価法の開発：界面評価法を極める

経歴
1974 年お茶の水女子大学理学部化学科を卒業、1979 年東京大学大学院工学系研究科を修了。1981 年テキサスA&M 大学博士研究員、1982 年クラークソン
工科大学博士研究員、1984 年生産開発化学研究所学術員、1986 年界面化学研究所（ストックホルム）客員研究員、1987年新技術事業団ERATOプロジェクト
グループリーダー、1992 年名古屋大学大学院工学研究科助教授、、1997年東北大学反応科学研究所教授、2001年東北大学多元物質科学研究所教授（改組に
よる）、2010年東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授（兼務）、2016年東北大学名誉教授、2017年東北大学未来科学技術共同研究センター教授。
2000 年日本化学会学術賞、2011 年A. E. Alexander Lectureship Award 、2013年IUPAC国際女性化学者賞などを受賞。

お問合せ

多機能トライボメーター UMT TriboLab
最新世代のUMTは、多種多様なモジュール方式で設計されており、
選択するオプションによって、一台のプラットフォームで
いくつもの異なる摩擦・摩耗試験が可能なメカニカル・トライボロジーテスターです。

■ モジュールの組み合わせにより、ボール・ピンオンディスク試験、リング・ディスクオンディスク試験、往復試験、高速
振動試験（SRV）、ブロックオンリング試験、スクラッチ試験、ビッカース・ロックウェル硬さ試験、シェル式四球試験、
腐食摩耗試験などに対応します。

■ 自動車分野に特化した様々なアプリケーションに対応します。
　● JASOおよびSAE規格の湿式クラッチ材評価　　● SAEJ2522 (AKMaster）のブレーキパッド試験

　● ASTM D6425 潤滑油の高速振動試験（SRV試験）　● JASO ベルト式CVT油の金属間摩擦係数特性試験 など

トライボロジー評価装置

特別講演講師　ご紹介

JAPAN TESTING LABORATORIES株式会社　本社　分析センター　谷田 芳夫 氏
専門分野・研究
パワートレイン摺動部材の摩擦摩耗を改善し、性能向上を目指す研究に従事
マツダのSKYACTIV（エンジン、トランスミッションなどの材料・表面処理・潤滑など）や
RE（ガスシール、めっきや溶射など）を先行開発し、商品力の強化に貢献
・ 各種の材料開発（溶射、めっき、潤滑膜、硬質膜などの表面改質を中心に）
・ 特殊試験機の開発とこれらを活用した材料・潤滑のトライボ特性の基礎評価、耐久評価

経歴
九州大学工学部卒業
豊田工業大学大学院を修了
1983年～マツダ株式会社 技術研究所 材料研究 PT要素技術開発
2018年～JAPAN TESTING LABORATORIES株式会社　本社　分析センター 現職


